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通貨外交の確立を 

 

細見 卓 大蔵省顧問 

１９７３年４月２３日 

 １９７１年８月１５日、ニクソン米大統領はドルと金の交換停止

を発表。金・ドル本位制が終わり、新しい通貨体制をめぐり、各

国の利害・思惑が交錯する形で、混乱のなか通貨外交が展開した。

結局、日本・円は７３年２月に完全変動相場制に移行するが、細

見顧問はその最終局面前後の国際通貨外交の実態を報告している。 
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１月の末にイタリアで二重市場制が導入

され、リラ防衛が行なわれると、イタリアと

スイスとは国境を接しているわけですから、

それが直接、間接に影響して、スイスがフロ

ートに移行する。そのうちにスイスとドイツ

は同じような経済圏であり、距離的にも近い

ので、スイス・フランがドイツへ流入して、

行先を失ったドルが西独へ流れてくるという

ようなことになった。西独では大量のドル買

いになり、２月６日には１５億ドルも買って

おります。 

 

欧州、東京市場閉鎖へ 

 

 そういうような時に、日本にボルカー米財

務次官がやってきて、こういうんです。「ドイ

ツがもちそうにない。どうしたらよいか。こ

れからヨーロッパへ行くのだが、ニクソン訪

中あるいは８月１５日での金本位離脱のとき

に日本はいつもおいてきぼりを食ったという

式のことをよくいうから、今回は一番先にや

ってきたんだが、何とかドイツの問題をかた

づけなきゃならないが、どうしたら良いか分

からない。ＥＣの蔵相間でもかなり意見が食

い違っているというようなことで、とりあえ

ず自分はまとまるかどうかは分からないが、

いわばアメリカ側の全権という恰好で、ヨー

ロッパへこれから出かけるんだ」。そういうこ

とで日本側も週間通算１０億ドルを若干上ま

わるような買い支えをしたわけです。 

ヨーロッパでの大量介入というような事

態をひかえて、何か問題が起こりそうな気配

でしたし、ヨーロッパは市場を閉鎖するので

はなかろうかというようなことで、日本とし

ても東京市場閉鎖を決めていたわけです。結

果的には、ヨーロッパが月曜から閉鎖するこ

とになりましたから、同じ歩調ということに

なったわけです。閉鎖しておいて様子をみれ

ば良いんだなどと私がサンケイの座談会に出

て話していたら、吉国次官から電話がかかっ

てきて「至急帰ってきてくれ」。 

行ってみると、イタリアがフロートしてお

り、イギリス、フランスが違った立場で自説

を守っている。ドイツは身動きができない、

ＥＣは意向も対策も統一できない。市場は閉

めても再開のメドがない形でしか閉めようが

ない。日曜中にできれば決着をつけて、月曜

は閉めないでおくことを願っていたようです

が、うまくいかない。イタリアなどは「おれ

んとこはフロートしてるから、特別なことは

しなくてもいいんだ」とか、あるいはフラン

スは「ドイツの問題じゃないか」という感じ

もかなりあったわけで、なかなか統一がとれ

ない。アメリカはアメリカで、ドルを買い支

えろと要求されたとしても、それに応ずるん

だという感じをあまり出さないわけだから、
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みんながすくみ合っているという感じでいろ

いろ議論している。 

たとえば日曜日の蔵相会議などは新聞に

も披露されましたように、ディスカールデス

タンの自宅で英、独、それにイタリアの蔵相

が入って晩飯を食い、夜中の１２時頃になっ

てアメリカのボルカーも呼んで、アメリカの

意向も聞こうかということになり会議は午前

２時、３時にもおよんだわけですが、確定的

なものは出ない。ただおぼろげに出てきたの

は、アメリカはドルを切り下げる用意がある。

しかし、切り下げた時にドイツ、フランスは

スタンド・スティルしてほしい。日本は若干

独、仏より強いんじゃないか、イタリアとか

イギリスはできればフロートをやめて、その

際ペックしてくれということがアメリカの意

向です。それに対してヨーロッパ側は、イギ

リス、イタリアのフロートはとてもやめられ

ない。イギリスはフェーズツーがまさに始じ

まろうとしている段階ですから、これが成功

するかどうか分からないのに、ペックするよ

うな大胆なことはできない。イタリアはイタ

リアで、フランスに対して相当な差を設けて

くれるのでなければ、イタリアの農業は壊滅

的な打撃を受けると主張。英、伊はいろいろ

なことを双方に言い張って、共同フロートと

いう案には加わらない。米ドルは切り下げ、

独、仏はスタンド・スティル、日本は独、仏

のスタンド・スティル以上の何かをする、と

いうような感じが種々議論されて疲れはてた

ところで、みんな出てきたんじゃないかと思

います。 

 

米ドルは１０％切り下げて円はフロートへ 

 

 そこへ私が日本からのこのこ出かけて行っ

たわけですから、日本円を切り上げてくれと

か、何かの恰好で独、仏との差をつけろとい

うことが出てくるのは当然です。とくにドイ

ツは強行でした。われわれも従来日、独の間

は割合良いという感じでいたわけですが、実

際はそうではない。 

 すでに旧聞に属することですが、スミソニ

アンの時にも一番レート調整で手間をとった

のは意外と日米じゃなくて、日独の差をどう

するかということでした。今回もドイツ側が

円との間で、彼らは戦後連続加算すれば３０

数パーセントの切り上げをしてきたと主張す

る。しかも当時の状態からすればアメリカの

赤字というのは大半が日本との間で起きてる

んだから、円が過小評価されてるというのが

ある意味では通貨不安の根源じゃないかとい

うような感じが、ヨーロッパ側に強かったと

思います。 

 そういうような雰囲気でしたので、いろい

ろすったもんだいたしましたが、アメリカは
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ドルを１０％切り下げるということにし、日

本円はいくらに切り上げるというのはいえる

段階じゃないので、適正なレートを見定める

までフロートしよう、というようなことにし

たことはご承知の通りです。おそらく関係者

たちは、この段階で切り上げの話は終わった、

レート・ストラクチャーというものは大体う

まくいったのだと思った。 

 この時までの国際金融関係者の考え方とい

うのは、とくにアメリカに強かったんだろう

と思いますが、過小評価されてるレートがあ

り、過大評価されてるレートがあるというこ

とが、国際不安のいわば唯一最大の原因なの

だという主張であった。 

 従って、それと直接つながる通貨と貿易と

の話をかたずければ事はおさまる、というこ

とをアメリカは強くいっており、交渉相手側

であるヨーロッパも日本も「あるいはそうか

な」と思っていた。しかし、その後イギリス

の大蔵大臣あたりが共同フロートの話をもち

出すとか、あるいはドルのコンバーティビリ

テイ、融資対策などということについていろ

んな話が出てくると、レート・ストラクチャ

ーだけじゃなくて、何かドル全体に対するク

レジットビリティというようなものが問われ

てるのではないか、という感じがどこからと

もなくし始めた。 

 

２月末の大幅なドル売り 

 

 それを試すかのように２月１９日ごろから

ドル売りが起こり、それは一度は落ち着きを

見せたかに思いました。が、その後のハーバ

ー蔵相あたりのＥＣの共同フロートの話や、

ドルというものを、基本的に国際通貨から追

放するための何かをしなきゃいかんのだとい

うような感触の発言などが、ドルをもう一度

試してみようじゃないかというような投機筋

の動きをある意味では刺激しまして、２月の

末にふたたび大幅なドル売りが始まってきた。

その間３月１日には独英首脳会議が行われて、

イギリスを抱き込んだ共同フロートというよ

うなことも熱心に議論されたようであります。

が、イギリスが例の無際限の買い支えとか、

あるいは各国準備の共通化とかいうような、

今のヨーロッパのナショナリスティックな感

情が残っている状況においては容易に受け入

れられそうもない案を、共同フロートの条件

として出すというようなことで、事実上、イ

ギリスのフロート参加は不可能。従って、ヨ

ーロッパとしては単独フロートをやるか、共

同フロートをやるとしても、そのための首脳

会議はなかなか前進しない。相談をしてもな

かなか妙案が浮かばないままに、３月４日に

市場は閉鎖し、１１日の再度の蔵相会議まで

閉めておくことのみを決めた。 
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共同フロートについては歩調が整わない。

各国個別のフロートとか、ジョイント・フロ

ートとか、さらに第３の方法があるやなしや

ということで、この間すったもんだしており

ます。３月８日にはＥＣだけの蔵相会議を開

き、それをふまえてＥＣ蔵相と１０か国蔵相

の合同会議を３月９日に開いております。ア

メリカが、ヨーロッパ側の通貨、つまりドル

を買い支えることをやってくれればＥＣ側の

肩の荷はおりるわけですが、アメリカがこの

ドルに対して何をしてくれるのかさっぱりわ

からない。アメリカは頼りにできない。そこ

でＥＣが自衛のために取れる処置として、共

同フロートをやるかということになれば、こ

れまたＥＣの共同歩調がとれない。 

 インタベンションの問題とか、ドイツ・マ

ルクとフランス・フランの問題、あるいは共

同フロートということがテクニカルに可能か

どうかということなどについて、いろんな議

論がありラチがあかない。アメリカがそれに

対してどうリアクションをするだろうかとい

うことになれば、ちょうどこの時２月に決め

たドルの１０％切り下げの関係法案を議会に

提出中で、バーンズとかボルカー、シュルツ

とかいう連中が国会に出て証言をやっている。

そこでは「１０％の切り下げは必要不可避な

処置なんだ。再度切り下げをしないんだ」と

いうことを発言していたわけです。これに対

する議会側のリアクションは、ドルをサポー

トすることのために、アメリカ国民の税金を

使かうのはとんでもない。ドルの買い支えな

どをすることはない。ドルが下がっているの

は、各国がアメリカに対して、アンフェアな

ことをしているからなのだ、といわんばかり。

こういう雰囲気が、微妙にこの前後ヨーロッ

パに伝わっていたわけです。 

 私、実はこの段階でアメリカを回って、９

日の蔵相会議出席のため、ヨーロッパに入っ

たわけです。アメリカから回ったのは、何も

アメリカの意向をうかがうのではなく、次の

ような関心からでした。アメリカがドルの買

い支えをやるのか。ニューヨーク市場でドル

の大幅買い支えということをするとすれば、

その資金はどうするつもりなのか。アメリカ

が大幅な借金をして、ドイツ・マルクを仮り

に買い支えてみても、その返済の過程でマル

クなりフランなりが獲得できないということ

になれば、さらに大きなドルのたれ流しにな

るだけのことです。アメリカがこのへんをど

う考えているかが聞きたかったわけです。 

いろいろな話を聞いてみますと、アメリカ

もほとほともてあましており、とにかくアメ

リカとしては大変な通貨危機の状態なので、

ヨーロッパがアメリカに対して何を要求して

いるのかを、謙虚に聞きに出かけるんだとい

うことで精一杯で、出かけていくシュルツな
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りバーンズに、具体的にアメリカ側でも反応

の訓令はなされなかった感じでした。 

軽く見てはいかんが、この問題をアメリカ

が重視しているんだという態度を示すために

シュルツ、バーンズその他からなる大代表団

を派遣しているが、どうも中身はなさそうだ

と感じました。はたせるかな９日になって、

ＥＣ側が共同フロートまたはアメリカによる

大幅なドル買い上げの二つしか当面の解決方

法はない、どっちをとるんだという式で、ア

メリカ側に迫ると、アメリカ側はまことに奇

妙な話ですが、どっちにしてほしいんだとい

うことで、９日は腹のさぐり合いに終わった

わけです。 

 しかし、これだけ大きい会合をもちながら、

何も決まらなかったというのは、集まらなか

ったよりもさらに悪い。それで月曜から市場

が再開するために必要な決定を行うため、16

日にもう一度会うということのコミュニケを

採択して、一応拡大蔵相会議は終わり、翌日

曜には中央銀行総裁だけがブリュッセルに集

まったわけです。一方、ＥＣも独自に蔵相会

議を開き、ここで拡大ＥＣの中のイギリス、

イタリア、アイルランドの三か国を除く、６

か国が共同フロートに入り、西独はマルクの

評価調整という意味で、３％の切り上げを決

めた。 

 

欧州は共同フロートへ 

 

 そして１６日の拡大蔵相会議で、ヨーロッ

パの共同フロートということを確認し合った

わけです。また日本、ＥＣがフロートしてい

る間に、当面の為替危機に対処するために、

いろんな施策、研究を続け、長期対策にすみ

やかに取り組むのだというような声明を出し

て解散したわけです。この段階までは、会議

の雰囲気は緊張しており、一触即発で一歩ま

ちがえば、世界の通貨制度が音をたてて崩壊

していくかもしれない、何とか食い止めなき

ゃいかんという感じが強かったわけです。 

 その後ロンドンで開かれた２０カ国蔵相会

議では、意外に共同フロートはうまくいくじ

ゃないか、あれだけ心配してどうなるかと思

っていたが、割合うまくいって具合の悪い点

は出なかったために緊張が弱まり、また、発

展途上国の人たちがＳＤＲリンクを大上段に

演説したりすることもあって、会議全体が散

漫になってしまい、通貨危機という点から焦

点がボケてしまった感じです。そんなわけで

２０か国蔵相会議では、具体的取り決めまで

はいかないで、パリ会議の再確認、いくつか

の抽象的プリンシプルとテクニカルなアジャ

ストメントにあたっては、客観的資料を使う

ということなどを決めたわけです。パリ会議

を招いた一連の金融恐慌というのは、国際短
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資移動から引き起こされた問題だから、何と

か国際短資移動について、これをコントロー

ルする方法、短資移動コントロールのための

国際協調のあり方、テクニックについてグル

ープで検討させるというようないくつかの具

体的な決定をしました。 

 しかし、たとえばＳＤＲとの関連における

過剰ドルの凍結の問題、あるいはドルの交換

性などの問題については、それが将来の研究

に待つというふうには触れられていますが、

どういう形でコンソリデートするのかとか、

どういうふうにコンバーティビリテイという

ものを考えるかになると、抽象的な改革の必

要性とか、将来の理想というものを求めなき

ゃならんとかいうような議論以上に出なかっ

たわけです。 

 はじめのアメリカ側の考え方では、ＥＣが

２０か国蔵相会議の中に４つも５つも入って

いて、ＥＣで決めなかったことが会議を支配

するというような感じになるのでは不愉快だ、

何とかＥＣ代表を一人あるいは二人にしぼっ

て、大陸を代表する形で会議をすれば、ヨー

ロッパだって豪州より小さいじゃないかとい

う恰好でおさえられるということで、２０か

国委員会というものを構想していたわけです。

が、コナリーも退陣してしまったこともあり、

ヨーロッパ側もだれかを落とすという話にな

れば、ハッピーな話ではないので、われもわ

れもと出てくる。後進国の方もスミソニアン

の時に、自分たちを除け者にして決められた

ということが大変不満だったわけで、今度は

入れろとウルサイ。それで今回の２０か国会

議になったわけですが、２０か国といっても、

アソシエートが二人ぐらいいて自由に発言で

きるわけです。日本のように純血のところで

すと大臣が委員で、豪州方面のようなところ

では、オーストラリアの大蔵大臣が委員で、

ニュージーランドの大蔵大臣がアソシエート

であるわけです。しかし、アラブやアフリカ

となると、このルールもあまり正確でないみ

たいで、次々に勝手に発言する。それが後進

国の場合は型にはまったようなやり方でやる

わけです。大きな国際会議になればなるほど、

自分のしゃべった事が議事録にのって、それ

をもって帰らなければ、自分の国で具合がわ

るいという人が多くなる。会議がどっちを向

いてるから、それに合わせてまとめるという

ことでなく、国を出るとき考えてきた演説は

何が何でもやって帰らなきゃいかんというタ

イプの人が多くなるわけです。これが２０か

国委員会が、ワシントンでうまくいかなかっ

た所以でもあるわけです。 

従って代理会議ということが行なわれる

わけですが、代理会議はもう一つ数が多い段

階でやるわけですから、大変ゴタゴタする。

そこで鈴木秀雄さんたちがメンバーになって
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いる副議長団で、はっきりしたアウトライン

を書いて、何がエッセンスか、どこまではコ

ンセンサスがあったかないかをコメントしな

がら、それをぶっつけたらどうかということ

になり、２０カ国代理会議の議長、副議長団

でアウトラインをつくるということになった。 

 

残されたドルの信任問題 

 

先週までやっていて、今朝、鈴木副議長が

帰ってきたところをみると、一応の案はでき

たようです。しかしながら、それは国際会議

で皆が集まって議論した結果のコンセンサス

ではないわけです。ある意味では専門家の考

えた、各国の利害とは無関係に書かれた理想

図という感じをまぬがれないわけで、理想的

であればあるほど、現実に起こってる話とど

うつないでいくかというのが大変むずかしく

なる。悪くすると案はできたけれども、でき

上がったときから塩漬けになるというような

ことも起こり得るわけです。 

 今後の通貨情勢がどれだけ危機的になるか

ならんか、太平の世の中に戦時を論ずるのは

むずかしいわけです。危機的になっていると

きに、どうすれば平和が得られるかというの

は誰もが議論するわけですが、平和な時に如

何にして平和がこわれないようにするかはな

かなかむずかしい。 

 昨年のＩＭＦ総会の時に、ディスカールデ

スタンが世界の通貨対策は段階的にやってい

ったらどうかと提案した。どこかの国が大変

な黒字のために、どこかの国に集中的に赤字

が出る、というような今までのＩＭＦ制度下

での運営はのぞましくない。だから非常に頻

繁に小幅に、フレキシブルにアジャストでき

る、アジャストメントプロセスというものを

まず考える。それを考えたところで、その上

で今あるドルと、オーバーハングしているド

ルをどうコンソリデートするか、あるいはド

ルがその時でもなお世界通貨として使われる

のであれば、ドルのコンバーティブルという

ような問題もその時の段階で考え、その最終

段階として、金とかＳＤＲとかドルとかいう

もののリザーブとしての役割を考え、仕上げ

ようじゃないか、というわけです。また、国

際短資の移動規制については、別個に国際協

調という観点からルールを考え出していこう

じゃないかということを提案したわけです。

当時は若干の反対もありましたが、現実的な

プロセスかなというふうには、皆ある程度思

っていた。 

ところが、現在の時点ではもういわば早期

のアジャストメントというのは、好むと好ま

ざるとにかかわらず、できている。アメリカ

もヨーロッパも今のレート・ストラクチャー

が、具合がわるいんだとは誰も思っていない。
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あるいはレート・ストラクチャーがガタガタ

した時には、アメリカはさっと切り下げると

かいうことで、少くともアジャストメントは

必要に応じてできる。フレキシブルにできる

という、第一段階は終了したという感じです。 

 となると、今度はコンバーティビリティだ

とか、コンソリデーションとか、リザーブに

おけるそれぞれの役割というようなものが、

全部からんでくる。ここから先に進む話にな

れば、今の国際通貨不安というのは、ドルの

信任の話で、それはコンソリデーションにも

つながるし、コンバーティビリティにもつな

がり、ドルのリザーブアセットとしての役割

にもつながる。ですから、どういうドルを構

成するかということが決まらなければ何もで

きない。 

 しかもそのドルはここ１～２年の間に大幅

なデバリエーションをやり、かなり価値は変

わってきている。今後、ドルが強くなるのか

弱くなるのかということを見きわめないで、

ドルのインタベンション・カレンシーとして

の役割とか、ドルのリザーブとしての役割を

論じることはできない。ドルが非常に弱い通

貨となっていくのだということ、つまりドル

が完全にリザーブとしての役割から追い出さ

れてしまうということになれば、はたしてド

ルに代わって、マルクや円がリザーブカレン

シーになれるのかなれないのか。トレードの

トランズアクション・カレンシーとしてドル

が使かわれながら、それがインタベンション

ないし、リザーブカレンシーにならないとい

う区別ができるかどうか。区別するんだった

ら、どういう形でのコンバーティビリテイと

いうものを考えておけば良いのか。 

 こういう話になると、どれもこれもが全部

からみ合うわけなのです。しかも、それを将

来のドルの見通し、将来の日本経済の見通し、

あるいはドイツ、ヨーロッパ通貨同盟のあり

方とかいうものに対する、的確な評価という

ものなしに議論しましても、抽象的な学者の

議論にしかならないわけです。そういう大変

面倒な状態になってきたわけです。たとえば

ＩＭＦペーバーにありましたような、厳密な

交換性を今すぐやれるかというかというと、

それは実際は不可能なわけです。もしやれば

ドル恐慌が起こるという状態ですから、フロ

ート以外に今すぐやれる名案がない。しかし、

フロートが必ずしも良いと皆思っているわけ

でもない。そういう小康状態にあって、若干

の罪の意識を感じている。これが今の国際通

貨をめぐる一般的ふん囲気ではないでしょう

か。 

 正直いってフロートというのはイージーな

方法です。どんな形にしろ、一つの国際金融

体系というものをつくれば、最低限のルール

が出てきて、それなりの規制というものも働
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らいてくるが、フロートなら気楽にそういう

ものも排除できるという、なまけぐせ的一面

もある。従って、われわれとしてはフロート

がダーティになり、ダーティフロートが為替

戦争となったら、また３０年代の轍をくりか

えすことになるんだから、何とかしなくちゃ

いかんということをいっているわけです。 

 しかし、それから先の名案が出ないわけで、

皆さん方の中から名案を聞かしてほしい。か

つてのケインズもホワイトも自分の国にいち

ばん都合の良い通貨制度を考え出したわけで

す。ケインズもホワイトも世界一の国のため

の通貨制度を考え出したわけですが、世界で

２番目、３番目の国が栄える制度を、われわ

れで考えなければならない。それをやらない

と長い繁栄はできないし、日本に都合の良い

制度というのはできにくい。 

 

 池浦（時事） ３月２６日の２０か国委員

会の席上、愛知蔵相が円ブロックの形成を口

にされたんですが、その背景について……。 

 

 答 ドルはニューヨークで使い、ポンドは

ロンドンで使い、円は東京で使う。円為替が

東京に集中される状態が、本来の姿じゃない

だろうか。そういう通貨制度があっても良い

んじゃないか。今の日本のように為替を全部

ドルでやることが便利であった時代もあった

わけですが、これには為替不安というものが

たえずつきまとう。日本における生産コスト

と関係なしに、価値が動く。それが避けられ

るような方法があるなら、避けた方が賢明じ

ゃないのか。しかし、かつての大東亜共栄圏

式に強制するというようなことは、これもま

た適当ではないでしょう。ですから、今やれ

ることは円ブロックということじゃなくて、

外国人が円を持たれても、ある程度結構です

という話。外国から円で買ってあげましょう。

円を持って日本に物を買いにこられても結構

ですという話。ビジネスの世界で一年に１億

なら１億の取引があって、それが相互相殺で

きる範囲なら、その間の勘定を円で建てたっ

てちっともおかしくない、という程度の話な

のです。円経済圏をやるとか、札たばによる

経済侵略だとか、あるいは大東亜共栄圏の復

元だとかいう式の発想につながる話ではない。 

 かつてポンドが崩壊してドルになっていっ

たときは、ポンドの経済的役割が全面的にア

メリカの優位によって置きかえられた。同時

に軍事的にも政治的にも、アメリカの優位が

確立したわけです。今日、アメリカのドルが

くずれながらも、アメリカの核の傘が依然圧

倒的であり、アメリカの経済力は圧倒的に大

きい。大きいけれども相対的にはかなり後退

してしまっている。アメリカの経済的な力の

後退によって生じたブランクを、マルクも円
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も埋めようとしない。またヨーロッパの通貨

同盟ができれば、多元的な通貨経済制度も実

現の方向に近づく。コンバーティビリティと

いう話も、日本の一部の人がいわれるように

金とＳＤＲでなければということではない。

コンバーティビリティというのは基本的に物

に変わることであり、物に変わるために一つ

の段階で相手国の通貨に変わったとしてもひ

とつもおかしくない。そういう時代になって

きているんだから、円とドルの交換性という

ことになれば、相手も円をもっていなければ、

円とドルの交換性はない。相手が円をもって

いたら、どこかで変えれば、コンバーティビ

リティが出てくる。まだ論理的にかたまりき

ってませんし、将来、日本の国際収支が悪る

くなりかけた時に、円売りをあびるようなと

ころまでゆるめていいのか、なかなかむずか

しいですが。 

 

 池浦 日本がどこのブロックに属すべき

かという危機意識があって、円経済圏という

愛知発言が出たのであろうか。 

 

 答 頭の片隅にあると思いますね。 

 

 野田（野田経済） 私は去年の秋ごろ細見

さんが、変動相場制はわが国にとって不都合

である。なぜなら日本の輸出の品目が変わっ

てきた。前は軽工業中心だったが、現在は長

期の支払いの大型工業に変わってきたといわ

れたのを覚えているんですが、変動相場制の

下では長期の契約はどうなっているのか……。 

 

 答 そうですね……。やはり、現実にはか

なりマージンをあけた形で契約を結ぶという

恰好にして、リスク・ヘッジを設けるか何か

しているんでしょうね。 

 もちろん、商売をする方からすれば、同一

通貨が一番良いわけでしょうし、その次には、

固定していて、変動幅がないということでし

ょう。 

 今、比較的変動制の中でもうまくいってい

るのは、双方が変動しながらも、あまり大き

く動かなくなっているためでしょう。そうい

うわけで、今は割合にハッピーな状態なので

すが、しかし、これを完全にクリーン・フロ

ートという状態にして、何年なり、何か月な

り続けて行くということになれば、輸出月、

輸入月という問題もありますので、かなり幅

が揺れるということも考えておかなければな

らない。そうすると、そのあたりからは、本

当に商売はやりにくくなるのではないか。そ

んなことは当然で、それで良いじゃないかと

いうなら別ですが、現にヨーロッパが自分た

ちの域内では固定平価を守っているのも、変

動相場より固定相場の方が商売がしやすいか
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らなのではないだろうか。その関係が密接に

なればなるほど、基本的には固定平価が良い

のではないだろうか。 

 

 山本（毎日） クリーン・フロート、ダー

ティ・フロートとよくいわれますが、政府は

つねにフロートの場合はクリーン・フロート

でいきますよといっている。その方針はいま

でも変わらないわけですか。 

 

 答 そのつもりでおります。 

（文責・編集部） 


